
6 基本計画推進にあたって

観光振興基本計画

1 基  本  理  念

　日本においては、世界に例を見ない水準の少子高齢化社会の到来が見
込まれ、定住人口も減少傾向にあります。そこで、地域活性化のために観光
による交流人口の拡大を図り、多岐にわたる経済活動を誘発させることが
重要になります。
　観光は交流人口の拡大をもたらす大きな要素であり、自分たちの故郷を
評価してくれる観光客を迎え入れることが地域の人々にとって大きな喜び
となるなど、交流は人と人とのふれあいを通じて新しい感動や価値を生み
出します。
　「実り豊かな生活文化都市・中央市」をつくる手段として、観光は有効な
手段となります。
　中央市は、山梨県のほぼ中央に位置し、水と緑にあふれる自然環境に恵
まれ、県内有数の野菜生産地でもあります。そのような魅力を市内外に発
信しながら、首都圏とのアクセス条件の良さを活かし、グリーンツーリズム
など、都市農村交流が活発に行える潜在能力が充分整っている地域です。
　それらを活かしながら、官民一体となった市民力による地域活性化を促
進し、中央市の観光振興を図り、だれもが住みたくなる、住んでよかったと
思える「実り豊かな生活文化都市」の実現を目指していきます。
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序　章

1
　観光は、交流人口の拡大を通じて地域活性化の重要な役割を担うとともに、観光交流の拡大は、心のゆとりを
含めて生活の質の向上に大きく貢献します。
　また、観光の発展は旅行業、飲食業をはじめ、極めて裾野の広い産業に影響し、地域経済の活性化や雇用の機
会の増大など、経済のあらゆる領域の発展に寄与するものです。
　こうした中で、21世紀の日本の経済社会の発展のために不可欠な課題であるとし、国では観光立国推進基本法
が平成19年1月から施行され、同年6月には観光立国推進基本計画を策定するなど、国を挙げて観光振興に取り
組んでいます。山梨県においても観光立国推進基本法の趣旨に則り、計画的に観光振興を図ることを目的に「山梨
県観光振興基本計画」を平成20年2月に策定しています。
　このような流れの中で中央市においても、多様化するニーズに応え地域の特性を活かした観光振興を進めると
同時に、中央市の質の高い魅力を効果的・効率的に発信し、当地域の交流人口の増加につなげ、地域の幅広い関
係者が一体となって活性化に寄与する指針となることを目的に、この計画を策定するものです。

基本計画策定の意義

2
　この基本計画は、市政運営の基本指針である「第1次中央市長期総合計画」を上位計画とする観光振興に関す
る部門計画であり、基本政策の一つである「活力と交流の拠点づくり・連携と挑戦の観光振興」の実現に向けた、
基本的な考え方を示すものです。
　基本的には「市」が主体となる施策を中心に記述していますが、国・県・財団法人、その他特定非営利活動法人
（ＮＰＯ）、民間など、あらゆるものと協働し、地域の自助努力を基本に官民一体となって良好な地域づくりを進め
るため、その自主的活動を促進・誘導する役割を果たすものです。

基本計画の性格

3
　基本計画の期間は、急激な時代の変化に迅速に対応できるよう、平成21年度から平成24年度までの4年間と
します。

基本計画の期間

資料

中央市の3大まつり

れんげまつり

稲穂まつり

与一公まつり

　新旧住民の融和とふれあいを求め、

連帯意識の高揚を図るため、毎年11月

３日に田富ふるさと公園で開催される

恒例のお祭りです。当日は、保育園児

によるマーチングや小学生の集団演

技、ふれあいステージ、子供ショーの

ほか各種団体による出店コーナーなど

数多くの催しが行われ、会場を盛り上

げます。

　田富地区に、武田信玄の時代から伝

わる築堤工事に従事した人たちが歌っ

た作業歌「粘土節」も披露され、子ど

もたちへと受け継がれていきます。

　豊富地区の歴史上の偉人で遠矢の名

手と伝えられている浅利与一義成公に

ちなんだお祭り。

　会場の豊富農村広場では与一太鼓演

奏会、チャレンジコーナー、アトラク

ション、盆踊り大会、サッカーVF甲府

選手とのふれあい会、抽選会などさま

ざまな催しでにぎわいます。祭りのフ

ィナーレには花火大会。夏の夜空に約

3,000発の花火を打ち上げます。会場の

至近距離から打ち上げられる花火は迫

力満点です。

　れんげが満開の毎年4月29日に行われ

るイベント。熱気球搭乗体験、お笑い

ライブショーなど盛りだくさん。会場

周辺のれんげ畑の中には、熱気球の乗

船体験や、バーベキューコーナー、大

根抜き取りなど、美しいれんげの花を

見ながら楽しめます。　そして、この

「れんげまつり」のもうひとつの見

所、毎年多くの見物客やカメラマンが

集まる虚無僧行列の再現もあります。

11月3日（文化の日） 田富ふるさと公園

4月29日（昭和の日） 玉穂ふるさとふれあい広場

8月14日 豊富農村広場

お笑いライブショー 井之口笠踊り

たのしいステージ 迫力満点の花火

粘土節を披露 保育園児によるマーチング
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6 基本計画推進にあたって

市民、NPO法人など

農事組合法人 た・から  ㈶シルクの里振興公社

民間

山梨県

中央市

観 光 振 興 基 本 計 画

　観光は、市の地域活性化策の一つとして重要な役割を担うとともに、それによって、もたらせられる
交流人口の拡大は地域経済の活性化や雇用の機会の増大など、経済のあらゆる領域にわたりその発
展に寄与するものです。
　今後は、官民一体となって市民力を結集した観光振興に取り組んでいく必要があります。
　また、民間やＮＰＯ法人の知恵と力を活かしながら、産学官が協働して観光振興事業を総合的に推
進する組織を設立し、より有効な地域活性化策を速やかに展開させ、市内外の集客人口の効率的・効
果的な誘致を進めます。

　地域のよき理解者として、住んでいる地域に誇りと愛着
をもち、地域づくりに積極的に参加すとともに、地域の魅力
を多くの人に伝えていただきます。

　地域に根付いた独自性を活かし、農業を中心とした地域
資源を相互に連携させた農業観光の確立に向け、受け皿づ
くりや農業関連イベントなどを充実させていきます。

　民間のノウハウを活用し集客イベント事業への新規参入
など地域に新たな活力を生みだします。

　市との連携を基本に、誘客活動を国の内外において行う
とともに、観光振興のために新しい仕組みづくりや、やる気
のある地域の取り組みに対し、支援、協力を行います。
　また、県全体の観光振興に関して広く調査・分析を行う
とともに、全県的、広域的な施策を推進します。

　多種多様なＰＲ宣伝活動やメディアを活用した魅力発信
に努めるとともに市の地域活性化策の一つとして重要な観
光振興施策を効率的・効果的に推進します。
　観光事業を計画的に進めることにより「実り豊かな生活
文化都市・中央市」の実現に向けて具体的な実施計画を推
進します。

イチゴ狩り

スイートコーン収穫祭

桃の収穫体験
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　この基本計画は、市政運営の基本指針である「第1次中央市長期総合計画」を上位計画とする観光振興に関す
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3
　基本計画の期間は、急激な時代の変化に迅速に対応できるよう、平成21年度から平成24年度までの4年間と
します。

基本計画の期間

資料

中央市の3大まつり

れんげまつり

稲穂まつり

与一公まつり

　新旧住民の融和とふれあいを求め、

連帯意識の高揚を図るため、毎年11月

３日に田富ふるさと公園で開催される

恒例のお祭りです。当日は、保育園児

によるマーチングや小学生の集団演

技、ふれあいステージ、子供ショーの

ほか各種団体による出店コーナーなど

数多くの催しが行われ、会場を盛り上

げます。

　田富地区に、武田信玄の時代から伝

わる築堤工事に従事した人たちが歌っ

た作業歌「粘土節」も披露され、子ど

もたちへと受け継がれていきます。

　豊富地区の歴史上の偉人で遠矢の名

手と伝えられている浅利与一義成公に

ちなんだお祭り。

　会場の豊富農村広場では与一太鼓演
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選手とのふれあい会、抽選会などさま

ざまな催しでにぎわいます。祭りのフ

ィナーレには花火大会。夏の夜空に約

3,000発の花火を打ち上げます。会場の

至近距離から打ち上げられる花火は迫

力満点です。

　れんげが満開の毎年4月29日に行われ

るイベント。熱気球搭乗体験、お笑い

ライブショーなど盛りだくさん。会場

周辺のれんげ畑の中には、熱気球の乗

船体験や、バーベキューコーナー、大

根抜き取りなど、美しいれんげの花を

見ながら楽しめます。　そして、この

「れんげまつり」のもうひとつの見

所、毎年多くの見物客やカメラマンが

集まる虚無僧行列の再現もあります。

11月3日（文化の日） 田富ふるさと公園

4月29日（昭和の日） 玉穂ふるさとふれあい広場

8月14日 豊富農村広場

お笑いライブショー 井之口笠踊り

たのしいステージ 迫力満点の花火

粘土節を披露 保育園児によるマーチング
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